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北広島市立学校の適正規模について 
（令和元年度第１回北広島市立小学校及び中学校通学区域審議会資料） 
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１ 昨年度の審議経過について 

 

（１）平成 30 年度第１回通学区域審議会 

  日  時 平成 30 年 8 月 27 日（月）18：00～ 

  場  所 市役所 4 階会議室 

  審議内容  

① 「北広島市立小学校及び中学校の適正規模の在り方について」諮問 

② 議事録の公開方法について、非公開情報に該当するもの以外は公開

することとし、議事録は要点記録とすることとした。 

③ 平成 17 年度に開催された通学区域審議会において、小学校の適正

規模について、12 学級から 24 学級までを基本とする答申をしてい

るところであるが、本市の人口が平成 19 年をピークに減少してい

ること、児童生徒の推移も一時的な増はありつつも総体的には減少

していること、平成 27 年に文部科学省において少子化に対応した

活力ある学校づくりに向けた「公立小学校・中学校の適正規模・適

正配置等に関する手引」が策定されたことなどから、改めて本市の

現状を踏まえた、本市にとって望ましい小中学校の適正規模につい

て調査・審議を進めていくこととなった。 

 

（２）平成 30 年度第２回通学区域審議会 

   日  時 平成 31 年 1 月 29 日（火）18：00～ 

   場  所 市役所 4 階会議室 

   審議内容 

① 児童数生徒数の減少が、北広島市の教育にどのような影響を与える

か下記の視点において調査を行った。 

・学級数に関する視点 

ア． 学級数が少ないことによる学校運営上の課題 

イ． 小規模校のメリット 

ウ． 教職員数が少なくなることによる学校運営上の課題の有

無 

エ． 学校運営上の課題が児童生徒に与える影響 
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     ・児童生徒数に関する視点 

ア． 学級における児童生徒数 

イ． 学校全体の児童生徒数 

  

② 上記①を踏まえ、平成 31 年度（令和元年度）の通学区域審議会にお

いて、北広島市立小学校及び中学校の適正規模（学級数の上限及び

下限）について、審議を進めていくこととした。 
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２ 資料のデータ更新について 

 

【資料１】市内小学校学級数推移（普通学級） 令和 2 年度以降は推計 

 

 
○東部小学校では、昨年度とのデータの比較で大きな差は生じませんでした。 

 

 
○西部小学校では、平成 34 年度（令和 4 年度）から全ての学年が単学級の見込

でしたが、転入等により令和 5 年度から単学級となる推計になりました。 
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○大曲小学校では、平成 31 年度（令和元年度）から 14 学級となり、その後学

級数が減少していく見込みでしたが、第 1 学年及び第 2 学年の転入により、令

和 3 年度まで、15 学級が続く推計になりました。 

 
○西の里小学校では、全児童数の減少傾向は続くものの、平成 29 年度からの 12

学級（各学年 2 学級）が継続する推計となりました。 
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○北の台小学校では、平成 31 年度（令和元年度）に一時的に児童の転出により

12 学級となりますが、令和 2 年度及び令和 3 年度は 13 学級、令和 6 年度から

は、第１学年と第３学年で単学級となる推計となりました。 

 
○大曲東小学校では、全児童数の減少傾向は続くものの、令和 3 年度までは 15

学級が継続され、令和 6 年度から各学年 2 学級となる推計となりました。 
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○双葉小学校では、令和 2 年度で第３学年が単学級となるものの、令和 4 年度

までは 11 学級が継続し、令和 5 年度からは第１学年が単学級となり、令和 6 年

度には、第 1 学年から第３学年までが単学級となる推計となりました。 

 
○緑ヶ丘小学校では、令和 3 年度の入学児童数が一時的に増加することから、2

学級となるものの、それ以外の学年は単学級が続く推計となりました。 
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【資料２】市内中学校学級数推移（普通学級） 令和 2 年度以降は推計 

 
○東部中学校では、令和 4 年度まで 12 学級が続くものの、令和 5 年度以降は、

各学年で減少傾向にあり、令和 10 年度からは各学年 3 学級となる推計となりま

した。 

 

 
○西部中学校では、平成 35 年度（令和 5 年度）から学級数が減少する見込みで

したが、転入により令和 7 年度から減少する推計となりました。また、令和 8 年

度からは各学年で単学級が見込まれる推計となりました。 
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○大曲中学校では、令和 2 年度に一時的に全生徒数が減少するものの、令和 3 年

度から令和 6 年度までは増加傾向にあり、その後減少していく推計となりまし

た。特に令和 11 年度から入学予定生徒数は減少し、令和 12 年度では第 1 学年

及び第２学年で各 3 学級、第３学年で 4 学級の 10 学級となる推計となりまし

た。 

 
○西の里中学校では、全生徒数は減少傾向にあるものの、令和 7 年度からは横

ばいになり、各学年 2 学級が続く推計となりました。 
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○広葉中学校では、令和 7 年度に第２学年が単学級になる見込みであり、その

後令和 10 年度までは増加傾向にあり各学年 2 学級となりますが、令和 11 年度

からは再度減少し、令和 12 年度には各学年単学級となる推計となりました。 

 

 
○緑陽中学校では、令和元年度に各学年単学級となるものの、令和 2 年度から

は入学生徒数が増加する推計となりました。しかし、令和 8 年度と令和 12 年度

には再度各学年で単学級となる推計となりました。 
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【資料３】小学校教員の定数（普通学級 校長・教頭除く） 

※令和 2 年度以降は推計 

 
○小学校の教員数は、減少傾向にあり、昨年度のデータと比較してほぼ同値の状

況にあります。 

 令和元年度と令和 6 年度を比較すると、特に西部小学校、北の台小学校、大曲

小学校、大曲東小学校、双葉小学校の教員数の減少が目立つ結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

東部小 13 13 13 13 13 13 13

西部小 12 12 11 9 8 7 7

大曲小 17 17 17 17 16 15 13

西の里小 13 13 13 13 13 13 13

北の台小 15 13 15 15 13 13 11

大曲東小 17 17 17 17 16 15 13

双葉小 13 13 12 12 12 11 10

緑ヶ丘小 9 9 8 8 8 8 8
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【資料４】中学校教員の定数（普通学級 校長・教頭除く） 

※令和 2 年度以降は推計 

 
○昨年度の推計では、平成 39 年度（令和 9 年度）までの推計でしたが、今年度

の推計では、令和 12 年度までの推計を行いました。 

 昨年度との比較では、令和 9 年度までの推計値に大きな変化はありませんで

したが、令和 10 年度以降の東部中学校、大曲中学校の教員数に大きな減少が目

立つ結果となりました。 

  

【資料 5】免許外指導の状況（令和元年度の中学校における免許外申請状況） 

学校名 国 数 社 理 英 体 音 美 技 家 

東部中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

西部中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 加配 免外 

大曲中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

西の里中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 免外 免外 

広葉中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 兼務 免外 

緑陽中学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 時講 ○ 時講 

※：加配～加配教諭、免外～免許教科外担任、兼務～兼務教諭、時講～時間講師 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

東部中 20 19 19 19 19 17 18 18 19 17 14 14 14

西部中 9 9 9 9 9 9 9 8 7 7 7 7 7

大曲中 23 21 20 21 21 21 21 21 20 20 19 19 15

西の里中 13 10 10 11 11 11 9 9 9 9 9 9 9

広葉中 9 10 9 9 9 9 9 8 8 9 9 7 7

緑陽中 7 7 7 7 8 8 8 7 7 7 7 7 7
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【参考資料１】令和 12 年度における各中学校の週指導時数と必要教科担任数 

 

  
国

語 

社

会 

数

学 

理

科 

音

楽 

美

術 

保

健 

体

育 

技

術 

家

庭 

外

国 

語 

必要

教科 

担任

数 

不足

教科 

担任

数 

道

徳 

総

合 

特

別 

活

動 

東部中

学校 

週指導時数 33 30 33 33 9.9 9.9 27 7.5 7.5 36 
16 2 

9 16.2 9 

必要教員数 2 2 2 2 1 1 2 1 1 2       

西部中

学校 

週指導時数 11 10 11 11 3.3 3.3 9 2.5 2.5 12 
10 3 

3 5.4 3 

必要教員数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1       

大曲中

学校 

週指導時数 36 34 37 37 10.9 10.9 30 8 8 40 
16 1 

10 18.2 10 

必要教員数 2 2 2 2 1 1 2 1 1 2       

西の里

中学校 

週指導時数 22 20 22 22 6.6 6.6 18 5 5 24 
14 5 

6 10.8 6 

必要教員数 2 1 2 2 1 1 1 1 1 2       

広葉中

学校 

週指導時数 11 10 11 11 3.3 3.3 9 2.5 2.5 12 
10 3 

3 5.4 3 

必要教員数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1       

緑陽中

学校 

週指導時数 11 10 11 11 3.3 3.3 9 2.5 2.5 12 
10 3 

3 5.4 3 

必要教員数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1       

※教員一人当たりの週指導時数の上限を 20 時間で積算。（実態により） 

※実際には、20 時間を超えて指導している教員や、複数の免許を所有している

教員、特別支援学級の担任が教科指導している場合があるため、上記不足教科担

任数等とは異なる場合がある。 

※文部科学省の統計による中学校の教員一人当たりの週指導時数の平均は、18.2

時間（2016 年度学校教員統計調査） 

 

○令和 12 年度における必要教科担任数については、10 学級規模である大曲中

学校以外は、教科担任の不足が見込まれるところであり、免許教科担任外による

指導が必要となってくることが見込まれます。 

 特に、単学級の学校は顕著であるとともに、6 学級規模の西の里中学校では、

国語、数学、理科、外国語で教員一人あたりの週指導時数が 20 時間を超えて指

導することで、免許外担任を解消することになるため、教員の負担が増える可能

性があります。 
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【資料６】単学級が見込まれる小学校の 1 学級当たりの児童数 

 

 

○令和 6 年度までの単学級における、1 学級当たりの児童数が 30 人を超える学

級は、67 学級中 48 学級（71.64％）であり、単学級 1 学級あたりの児童数が多

い傾向にあります。また、35 人を超える学級が 27 学級（40.29％）あります。 

（小学校平均 1 学級当たり 28 人、平成 23 年度文部科学省公表） 

 

 

 

 

 

 

 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

H30 34 1 34 40 2 20 43 2 22 58 2 29 58 2 29 56 2 28

R1 36 2 18 35 1 35 41 2 21 45 2 23 59 2 30 59 2 30

R2 23 1 23 36 2 18 35 1 35 41 2 21 45 2 23 59 2 30

R3 29 1 29 23 1 23 36 1 36 35 1 35 41 2 21 45 2 23

R４ 30 1 30 29 1 29 23 1 23 36 1 36 35 1 35 41 2 21

R5 32 1 32 30 1 30 29 1 29 23 1 23 36 1 36 35 1 35

R6 31 1 31 32 1 32 30 1 30 29 1 29 23 1 23 36 1 36

H30 40 2 20 54 2 27 47 2 24 47 2 24 50 2 25 69 2 35

R1 49 2 25 38 2 19 55 2 28 49 2 25 45 2 23 51 2 26

R2 43 2 22 49 2 25 38 1 38 55 2 28 49 2 25 45 2 23

R3 54 2 27 43 2 22 49 2 25 38 1 38 55 2 28 49 2 25

R４ 39 2 20 54 2 27 43 2 22 49 2 25 38 1 38 55 2 28

R5 35 1 35 39 2 20 54 2 27 43 2 22 49 2 25 38 1 38

R6 29 1 29 35 1 35 39 1 39 54 2 27 43 2 22 49 2 25

H30 36 2 18 35 1 35 34 1 34 30 1 30 42 2 21 33 1 33

R1 37 2 19 34 1 34 35 1 35 39 1 39 31 1 31 41 2 21

R2 26 1 26 37 2 19 34 1 34 35 1 35 39 1 39 31 1 31

R3 45 2 23 26 1 26 37 1 37 34 1 34 35 1 35 39 1 39

R４ 29 1 29 45 2 23 26 1 26 37 1 37 34 1 34 35 1 35

R5 34 1 34 29 1 29 45 2 23 26 1 26 37 1 37 34 1 34

R6 34 1 34 34 1 34 29 1 29 45 2 23 26 1 26 37 1 37

H30 62 2 31 51 2 26 81 3 27 58 2 29 63 2 32 74 2 37

R1 63 2 32 63 2 32 50 2 25 81 2 41 55 2 28 64 2 32

R2 55 2 28 63 2 32 63 2 32 50 2 25 81 3 27 55 2 28

R3 57 2 29 55 2 28 63 2 32 63 2 32 50 2 25 81 3 27

R４ 37 2 19 57 2 29 55 2 28 63 2 32 63 2 32 50 2 25

R5 43 2 22 37 2 19 57 2 29 55 2 28 63 2 32 63 2 32

R6 30 1 30 43 2 22 37 1 37 57 2 29 55 2 28 63 2 32

２年生 1学級

当たり

３年生

双葉小

緑ヶ丘小

北の台小

1学級

当たり

西部小

1学級

当たり

４年生 1学級

当たり

５年生 1学級

当たり

６年生
学校名 年度

１年生 1学級

当たり
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【資料７】単学級が見込まれる中学校の 1 学級当たりの生徒数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○西部中学校では 1 学級あたり 30 人前後の生徒数で推移しています。広葉中学

校では 1 学級あたり 35 人から 39 人の学級があります。緑陽中学校では 30 人か

ら 35 人で推移しており、いずれの学校も 1 学級当たりの生徒数は多い傾向にあ

ります。（中学校 1 学級当たり平均 33 人、平成 23 年度文部科学省公表） 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

H30 51 2 26 67 2 34 70 2 35 188 6 31

R1 53 2 27 51 2 26 69 2 35 173 6 29

R2 61 2 31 53 2 27 51 2 26 165 6 28

R3 61 2 31 61 2 31 53 2 27 175 6 29

R４ 45 2 23 61 2 31 61 2 31 167 6 28

R5 42 2 21 45 2 23 61 2 31 148 6 25

R6 37 2 19 42 2 21 45 2 23 124 6 21

R7 36 2 18 37 1 37 42 2 21 115 5 23

R8 23 1 23 36 1 36 37 1 37 96 3 32

R9 29 1 29 23 1 23 36 1 36 88 3 29

R10 30 1 30 29 1 29 23 1 23 82 3 27

R11 32 1 32 30 1 30 29 1 29 91 3 30

R12 31 1 31 32 1 32 30 1 30 93 3 31

H30 55 2 28 69 2 35 61 2 31 185 6 31

R1 71 3 24 55 2 28 69 2 35 195 7 28

R2 54 2 27 71 2 36 55 2 28 180 6 30

R3 49 2 25 54 2 27 71 2 36 174 6 29

R４ 48 2 24 49 2 25 54 2 27 151 6 25

R5 53 2 27 48 2 24 49 2 25 150 6 25

R6 39 2 20 53 2 27 48 2 24 140 6 23

R7 49 2 25 39 1 39 53 2 27 141 5 28

R8 43 2 22 49 2 25 39 1 39 131 5 26

R9 54 2 27 43 2 22 49 2 25 146 6 24

R10 39 2 20 54 2 27 43 2 22 136 6 23

R11 35 1 35 39 1 39 54 2 27 128 4 32

R12 29 1 29 35 1 35 39 1 39 103 3 34

H30 25 1 25 26 1 26 46 2 23 97 4 24

R1 31 1 31 25 1 25 26 1 26 82 3 27

R2 42 2 21 31 1 31 25 1 25 98 4 25

R3 34 1 34 42 2 21 31 1 31 107 4 27

R４ 45 2 23 34 1 34 42 2 21 121 5 24

R5 36 2 18 45 2 23 34 1 34 115 5 23

R6 36 2 18 36 1 36 45 2 23 117 5 23

R7 37 2 19 36 1 36 36 1 36 109 4 27

R8 26 1 26 37 1 37 36 1 36 99 3 33

R9 45 2 23 26 1 26 37 1 37 108 4 27

R10 29 1 29 45 2 23 26 1 26 100 4 25

R11 34 1 34 29 1 29 45 2 23 108 4 27

R12 34 1 34 34 1 34 29 1 29 97 3 32

1学級

平均

西部中

年度
１年生 1学級

当たり

２年生 1学級

当たり

３年生
学校名

広葉中

緑陽中

1学級

当たり

計
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【資料８】小学校別児童数推移 

 

 

H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

東部小 589 528 511 483 488 468 454 442 430 421 406 389 384 387 373 360 374 374 369 362 365 370 358 360 352 355 358

西部小 245 275 283 304 312 308 331 333 352 361 361 371 367 394 392 390 386 370 341 311 294 280 242 209 196 187 182

大曲小 577 544 507 523 520 507 473 455 473 472 462 447 472 478 473 457 455 448 476 472 466 472 460 455 439 412 395

西の里小 316 323 330 353 347 346 351 376 408 423 462 476 515 494 473 462 462 470 436 434 424 394 372 343 333 321 309

双葉小 384 390 376 358 342 320 312 298 287 295 283 262 251

緑ヶ丘小 254 236 209 201 190 202 214 223 208 219 209 208 207

北の台小 345 352 345 336 336 330 338 346 360 370 402 429 453 459 486 496 467 450 444 415 397 384 373 375 330 321 285

大曲東小 677 702 722 799 794 822 813 827 818 788 789 755 735 689 647 599 544 525 504 471 486 484 473 469 447 429 391

0
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200

300

400

500

600

700

800

900

小学校別児童数推移

東部小 西部小 大曲小 西の里小 双葉小 緑ヶ丘小 北の台小 大曲東小
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【資料９】中学校別生徒数推移 
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【資料１０】部活動数の変化 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年度 平成22年度 平成27年度 平成30年度 令和元年度

東部中 14 15 14 14 14

西部中 4 4 5 5 5

大曲中 16 14 17 17 16

西の里中 10 8 9 8 9

広葉中 9 6 7 8 8

緑陽中 12 7 9 6 6
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部活動数の変化（平成17年度から令和元年度）



19 

 

 

【参考資料２】令和元年度各中学校の部活動の状況 

 

東部中 西部中 大曲中 西の里中 広葉中 緑陽中 備考

合唱部 ○ ○ ○

写真部 ○

美術部 ○ ○ ○ ○

男子バレー部 ○ ○ ○

女子バレー部 ○ ○ ○

男子ソフトテ

ニス部
○ ○

女子ソフトテ

ニス部
○ ○ ○

ソフトテニス

部
○

男子バスケッ

トボール部
○ ○ ○ ○

女子バスケッ

トボール部
○ ○ ○ ○ ○

女子ソフト

ボール部
○

女子バドミン

トン部
○

卓球部 ○ ○ ○

男子卓球部 ○ ○

女子卓球部 ○ ○

陸上部 ○ ○

野球部 ○ ○ ○ ○ ○ 広葉中と西の里中で合同

バドミントン

部
○

サッカー部 ○ ○ ○ ○ ○
広葉中と緑陽中で合同

（一部東部中も合同）

剣道部 ○ ○

吹奏楽部 ○ ○ ○

科学部 ○

放送部 ○

合計 14 5 16 9 8 6



20 

 

３ 市立学校の適正規模（上限）について 

 昨年度までの通学区域審議会において、学級数が少ないことや教職員数が少

なくなることによる学校運営上の課題や小規模校のメリットを審議していただ

きました。昨年度の審議を踏まえ、北広島市における学校の適正規模のうち、本

市として望ましい学級数の上限について検討していただきたいと思います。 

 

学級数による学校規模の分類と本市の状況（小学校は令和 6 年度、中学校は令

和 12 年度、教室数は平成 30 年度の普通教室数＋特別活動室） 

学校規模 

小学校の場合 

1～5 学級 6～11 学級 12～18 学

級 

19～24 学

級 

25～30

学級 

31 学級～ 教 室

数 

複式学級が

存する 

クラス替え

ができない 

基準 平成 18 年

度答申にお

ける上限 

大規模

校 

過大規模校（速

やかに解消） 

 

東部小学校   ○    17 

西部小学校  ○     16 

大曲小学校   ○    19 

西の里小学校   ○    16 

双葉小学校  ○     16 

緑ヶ丘小学校  ○     17 

北の台小学校  ○     17 

大曲東小学校   ○    25 

学校規模 

中学校の場合 

1～2学級 3～5学級 6～8学級 9～11 学

級 

12 ～ 18

学級 

19～24 

学級 

25学級～ 教 室

数 

複式学級

が存する 

クラス替

えができ

ない 

クラス替

えでき同

学年に複

数教員が

配置でき

る 

クラス替

えでき免

許外解消

が可能な

規模 

基準 1 つの学

年の同一

教科を複

数教員で

担当が必

要な規模 

大規模又

は過大規

模校 

 

東部中学校    ○    19 

西部中学校  ○      11 

大曲中学校    ○    19 

西の里中学校   ○     11 

広葉中学校  ○      11 

緑陽中学校  ○      8 
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学級数の上限について、平成 18 年度の本審議会での答申内容と新たに文部科

学省で策定された手引き等について比較してみます。 

 

北広島市立小学校の適正規模

について 

（平成 17 年度中間答申抜粋） 

公立小学校・中学校の適正規

模・適正配置等に関する手引き

（平成 27 年 1 月 27 日文部科

学省） 

Ｐ14【大規模校（25 学級以上）

及び過大規模校（31 学級以上）

について】 

メリット 

（文部科学省作成「学校規模に

よるメリット・デメリット

（例）」から大規模化のメリッ

トを抜粋） 

○運動会や学芸会において、

規模の大きい学校におい

ては、一人の子どもが活

躍、活動できる場面、自己

表現できる場面が制約さ

れる場合もある。 

○学校行事等において、係や役

割分担のない子供が現れる

可能性があるなど、一人一人

が活躍する場や機会が少な

くなる場合がある。 

○運動会などの学校行事や音

楽活動等の集団教育活動に

活気が生じやすい。 

 ○集団生活においても同学年

の結びつきが中心となり、異

学年交流の機会が設定しに

くくなる場合がある。 

○集団の中で、多様な考え方に

触れ、認め合い、協力し合い、

切磋琢磨することを通じて、

一人一人の資質や能力をさ

らに伸ばしやすい。 

 ○同学年でもお互いの顔や名

前を知らないなど、児童生徒

間の人間関係が希薄化する

場合がある。 

○切磋琢磨すること等を通じ

て、社会性や協調性、たくま

しさ等を育みやすい。 

○学級数が多ければ、クラス

替えを行う場合、子どもの

特性等を考慮し多様な選

択が可能になる。しかし、

学級数が多くなればなる

ほど、子どもの人数が多く

なることから、子どものぶ

つかり合いや様々な問題

が増加する可能性もある。 

 ○クラス替えがしやすいこと

などから、豊かな人間関係の

構築や多様な集団の形成が

図られやすい。 
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○平成 19 年度から特別支援

教育が実質上開始され、一

人ひとりの子どもを十分

に把握していく必要があ

る。複数の目で子どもを見

ていくとき、ある程度名前

もわかり、隣のクラスの子

ども達の様子もわかる必

要がある。先生方がお互い

をサポートし合い、子ども

の状況について交流し、細

やかな指導をしていける

ような学級数が必要とな

るが、その上限は 1 学年 4

学級程度と考えられる。 

○教員集団として、児童一人一

人の個性や行動を把握し、き

め細やかな指導を行うこと

が困難であり、問題行動が発

生しやすい場合がある。 

○学年別や教科別の教職員同

士で学習指導や生徒指導等

についての相談・研究・協力・

切磋琢磨等が行いやすい。 

○学校運営上等から、学級数

が多くなり教師の数が多

くなればなるほど共通理

解をするのに時間がかか

るようになる。集団が大き

くなればなるほど、きめ細

やかな打ち合わせをしな

ければ意思統一を図りに

くくなり、25 学級とか 30

学級になると困難さが増

していくと考えられる。 

○学校運営全般にわたり、校長

が一体的なマネジメントを

行ったり、教職員が十分な共

通理解を図ったりする上で

支障が生じる場合がある。 

○教員数がある程度多いため、

経験、教科、特性などの面で

バランスのとれた教職員配

置を行いやすい。 

○校務分掌を組織的に行いや

すい。 

○学校建設の段階で 24 学級を

想定して設計された学校で、

24 学級というのであれば問

題ないが、18学級が前提の学

校に 24 学級のクラスという

ことになれば問題であり、施

設面も考慮しなければなら

ない。 

○児童一人当たりの校舎面積、

運動場面積等が著しく狭く

なった場合、教育活動の展開

に支障が生じる場合がある。 

○特別教室や体育館、プール等

の利用に当たって授業の割

当や調整が難しくなる場合

がある。 

 

○子ども一人当たりにかかる

経費が小さくなりやすい。 
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○規模の大きな学校にも課題

はあるが、子どもには適応能

力があり、授業に支障のない

施設が確保されていれば、24

学級程度は問題ない規模と

考える。ＰＴＡ活動を組織的

に行っていくためには複数

の学級が必要である。 

 ○ＰＴＡ活動等において、役割

分担により、保護者の負担を

分散しやすい。 

(答申) 

小学校について、12学級か

ら 24 学級までを基本とする

が、地域的要因等も考慮する

こと。ただし、学級数に見合

った施設設備が確保され、児

童の教育環境に支障がない

よう措置されなければなら

ない。 

 

 12学級以上18学級を基準と

する。ただし、地域の実態その

他により特別の事情のあると

きは、この限りではない。 

 

 

 

中学校特有の観点としては、上記のほか、学校規模が大きい場合、同一教科の

複数の教員がいることで切磋琢磨し指導力向上が図れるものの、1 つの学年の同

一教科を複数の教員が指導することで、授業に関する進捗の調整などの業務が

生じるとともに、特別教室の調整などが生じることが考えられます。 

また、近年における大規模な災害や痛ましい事故等の発生を踏まえると、学校

規模が大きい場合、災害発生等による緊急対応・緊急避難時に混雑が生じやすい

可能性が考えられます。 

以上から、学級数の上限については、デメリットを十分考慮しつつ、学習面・

生活面・学校運営面において最も効果的な範囲の上限について検討するととも

に、災害対応時において、児童生徒の生命の安全に万全な対応ができる範囲の上

限等についても考慮する必要があると考えられます。 
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４ 質問・協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 次回審議会の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 
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